
越後しなのがわバル（越後妻有里山現代美術館[キナーレ]）

妻
有
降
臨
︵
蓬
平
／
作
品
番
号

：

Ｄ
２
６
０
︶

Rolling Cylinder2012
（越後妻有里山現代美術館[キナーレ] ／作品番号：T229）

下条茅葺きの塔（下条駅／作品番号：T253）

越後妻有リサイクル・アート美術館
（中心市街地商店街／作品番号：T238）

オーストラリア・ハウス（浦田地区／作品番号：Y082）

今度生まれてくる時も、また
（漉野・旧東下組小学校／作品番号：T262）
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越後妻有アートトリエンナーレ2012
大地の芸術祭

　
私
は
、
人
と
人
と
の
交
流
が
何
よ
り

も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
な

地
域
で
深
く
お
付
き
合
い
す
る
こ
と

で
、
学
び
合
い
が
あ
り
、
充
実
し
た
交

流
に
な
り
ま
す
。
こ
の
施
設
が
、
こ
の

場
所
に
あ
る
こ
と
で
国
内
外
か
ら
の
お

客
さ
ん
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
う

の
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
も

浦
田
に
と
っ
て
も
い
い
こ
と
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 ブルース・ミラー

駐日大使

再
建
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス

で
浦
田
地
区
を
発
信
し
た
い

学
び
合
い
の
あ
る
深
い
付
き
合
い
で
、

充
実
し
た
交
流
に
し
た
い

　
浦
田
地
区
協
議
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
定
一
さ
ん

　
夢
と
希
望
を
与
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ハ
ウ
ス
が
で
き
た
矢
先
に
地
震
で

倒
壊
し
、
非
常
に
悲
し
く
途
方
に
暮
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
市
の
協
力
で
、
こ
の
よ
う
に
早

く
、
立
派
に
再
建
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
浦
田
地
区
が
皆
さ
ん
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
お
も

て
な
し
を
し

て
い
き
、
浦

田
地
区
の
魅

力
を
発
信
し

て
い
き
た
い

で
す
。

　平成23年３月12日に発生した長野県北部地震によ

り倒壊したオーストラリア・ハウスが、このたび再建

され、オープンを迎えました。７月28日には、関係

者が一堂に会し、再建を祝うオープニングセレモニー

が開かれました。再建した同施設は、浦田地区の情報

発信施設として、オーストラリアと十日町市の交流拠

点施設として活用されます。

大地の芸術祭
越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）

開幕
～浦田地区ならではの交流を世界に発信～
オーストラリア・ハウスの再建

　
７
月
29
日
㈰
、
つ
い
に
大
地
の
芸
術

祭
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
１
２
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の

芸
術
祭
で
は
、
新
規
に
29
の
国
・
地
域

か
ら
約
１
８
０
組
の
作
家
が
参
加
し
約

２
０
０
作
品
を
展
開
、
既
存
作
品
を
含

め
る
と
越
後
妻
有
全
域
に
約
３
６
０
作

品
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
芸
術
祭
は
、
９

月
17
日
︵
敬
老
の
日
︶
ま
で
の
51
日

間
開
催
さ
れ
、
こ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
ワ
ー
ク
シ
�
�
プ
や
イ
ベ
ン
ト
、
ツ

ア
ー
な
ど
で
地
元
の
皆
さ
ん
や
来
訪
者

を
魅
了
し
ま
す
。

　
大
地
の
芸
術
祭
の
皮
切
り
と
し
て

午
前
10
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、

１
、１
０
０
人
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
、

開
催
を
祝
い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た

キ
ナ
ー
レ
は
、
越
後
妻
有
里
山
現
代
美

術
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
初
日
か

ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
現
代
ア
ー
ト
や

会
場
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
な
た
好
み
の
ツ
ア
ー
に

　
　
　
　
　
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

真
夏
の
里
山
体
験
１
０
０
の
旅

　
開
幕
直
後
、
早
速
ツ
ア
ー
が
始
ま
り

ま
し
た
。
お
客
さ
ん
か
ら
「
見
ご
た
え

が
あ
る
」「
ま
た
来
た
い
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
地
域
の

知
ら
な
い
魅
力
を
発
見
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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❖主要プロジェクト紹介⑤

施設内に展示されたブルック・アンドリュー（オー
ストラリア）の作品「ディラン・ンラング ‒山の家」

オープニングでは浦田小学校の児童が「浦田っ子太
鼓」を披露



❶
縁
結
び
田
楽
行
列
／
勘
緑

８
月
26
日
㈰
午
後
３
時
〜
７
時

松
代
商
店
街

無
料
（
投
げ
銭
歓
迎
）

ま
ち
を
パ
レ
ー
ド

❷
巡
礼

－

祈
り
の
旅

－

／
ダ
ダ
創

意
＋
差
事
劇
団

・
　
８
月
25
日
㈯
午
後
8
時
45

分
〜
（
津
南
町
上
野
）、
26
日

㈰
午
後
2
時
〜
（
津
南
町
大
割

野

：

大
地
の
市
）、
９
月
16
日

㈰
午
後
2
時
〜（
津
南
町
穴
山
）

無
料

台
湾
の
神
話
が
登
場

❸
新
潟
文
化
祭
２
０
１
２
　
地
域

伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

越
後
妻
有
／
鬼
太
鼓
座

・
　
９
月
１
日
㈯

：

妻
有
神

社
、
２
日
㈰

：

ま
つ
だ
い
「
農

舞
台
」
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

　
無
料

伝
統
芸
能
文
化
の
発
信

❹
日
仏
共
同
制
作
「
フ
ク
シ
マ

－

痛
む
も
の
の
声

－

」
／
森
繁
哉

９
月
８
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

7
時
30
分

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

一
般
２
、
０
０
０
円
、
中
学
生

以
下
５
０
０
円
（
パ
ス
ポ
ー
ト

割
引
１
、
０
０
０
円
）

日
仏
伝
統
の
融
合
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会
期
後
半 

イ
ベ
ン
ト
紹
介

ほかにもたくさんのイベント・ワークショップがあります。詳しくはガイドブックやホームページをご覧ください。

●❶

●❷

●❺

●❹

●❻●❼ ●❸

そ
の
一
部
を

　
紹
介
し
ま
す

会
�
会
場

日
�
日
時

定
�
定
員

￥
�
料
金

会
期
後
半 

イ
ベ
ン
ト
紹
介

▶〈新潟・雪・アート〉プロジェクト（松之山湯山／作品番号：Y085）

「ミニチュアそり」をつくろう
「雪だるまおにぎり」をつくろう
前山忠　堀川紀夫

■日時：８月18日㈯　午前10時30分〜午後０時30分

■料金：500円

■定員：先着15人

　かつてこの地域で冬の生活を支えた雪ぞりに乗

せた一坪茶室が出現。どこでも運べるお茶室のミ

ニチュア版と、雪だるまに見立てたおにぎりをつ

くります。湯山自慢のぬか釜で炊いたご飯でつく

るおにぎりは絶品。

作家とふれ合ういけばな
ワークショップ

▶蓬平いけばなの家（蓬平／作品番号：D256〜264）
Ｆの会

■日時

８月25日㈯＝粕
かす

谷
や

明
あき

弘
ひろ

９月１日㈯＝かとうさとる

各日午後１時〜２時

■料金：500円（花材費）

■定員：各日先着20人

■締切り：各開催日の１週間前

　出品作家がとっておきのいけばなの楽しみ方を

伝授します。（講師により内容が異なります）

体験しよう！

　大地の芸術祭では、見るだけでなく、体験でき

るワークショップ（催し）がたくさん開催されま

す。体験することで多くの気づきや刺激を受けら

れます。期間中開催されるワークショップの一部

を紹介します。ぜひ参加してください。

アートはあなたの身近にあります

日日日日 会

❼
鞍
掛
純
一
＋
日
本
大
学
芸
術
学

部
彫
刻
コ
ー
ス
有
志

◎
「
を
ど
り
」
び
っ
く
り
箱

　
９
月
11
日
㈫
午
後
３
時
30
分
〜

（
20
分
程
度
）

　
コ
ロ
ッ
ケ
ハ
ウ
ス
裏
（
星
峠
）

◎
「
を
ど
り
」
玉
手
箱

　
９
月
11
日
㈫
午
後
５
時
〜
（
20

分
程
度
）

　
脱
皮
す
る
家
（
星
峠
）

◎
里
山
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

不
定
期
開
催

※
会
期
中
の
土
・
日
曜
日
に
コ
ロ

ッ
ケ
の
も
て
な
し
あ
り
（
午
前

10
時
〜
、な
く
な
り
次
第
終
了
）

　
コ
ロ
ッ
ケ
ハ
ウ
ス
裏
（
星
峠
）

集
落
の
祭
り
の
ス
テ
ー
ジ

日日日会 会会 ❻
木
の
建
築
フ
�
ー
ラ
ム
「
越
後
杉

現
代
の
匠
と
文
化
」

－

水
と
大
地

に
寄
り
添
う
暮
ら
し
と
復
興

－

９
月
８
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

三
省
ハ
ウ
ス
（
小
谷
）

１
０
０
人

越
後
の
暮
ら
し
か
ら
復
興
を
見
る

日会定

会会

会 ￥

❺
伝
統
の
風
の
中
で
／
沖
縄
自
由

学
校

９
月
16
日
㈰
午
後
6
時
30
分
〜

7
時
30
分

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

一
般
１
、
５
０
０
円
（
パ
ス
ポ

ー
ト
提
示
で
１
、
０
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
５
０
０
円

沖
縄
空
手
と
十
日
町
天
神
囃
子

会 日￥

￥￥￥

越後妻有アートトリエンナーレ2012

7.29（Sun）▶▶  9.17（Mon）
越後妻有アートトリエンナーレ2012

大地の芸術祭

世界でひとつだけのジャムをつくろう

▶ベリー・スプーン（ナカゴグリーンパーク／作品番号：K021）
トゥー・ザ・ウッズ

■日時：会期中毎日、午前10時30分〜

■料金：500円

　36種類のベリーが植えられているベリー果樹

園で、ジャムづくりができます。

川西
地域

松代
地域

手紙を書くワークショップ

▶うつすいえ（小出／作品番号：N066）
東京電機大学山本空間デザイン研究室＋共立女子大学堀ゼミ

■日時：会期中毎日、午前10時30分〜午後５時30分

■料金：100円

　手紙を書いてもらい、それを集めてうつすいえ

に球体として期間中飾り、会期終了後、手紙を送

ります。

中里
地域

からむし染めワークショップ

▶からむしの部屋 Project（伊達／作品番号：T275周辺）
d
ド ー ヴ

oobu

■日時：毎週土・日曜日（お盆期間は休み、雨

天中止）午前10時30分〜11時30分、午後２時

30分〜３時30分

■料金：1,000円

■定員：10人（要予約）

　繊維を取るための植物・からむしを使った、か

らむし染めが体験できます。

十日町
地域

松之山
地域

体験しよう！体験しよう！
アートを

ワーク
ショップ
紹介
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森
林・林
業
の
再
生
に
向
け
て

〜
森
林
を
保
育
し
、
利
用
す
る
時
代
へ
〜

　
昭
和
30
年
代
の
日
本
に
お
け
る
国
産

材
自
給
率
は
90
％
以
上
で
し
た
が
、
木

材
輸
入
の
自
由
化
な
ど
に
よ
り
近
年
で

は
、
自
給
率
が
30
％
を
下
回
る
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
木
材
需
要
の
低
迷
は

木
材
価
格
を
長
期
的
に
下
落
さ
せ
、
次

第
に
森
林
所
有
者
の
森
林
に
対
す
る
関

心
は
薄
ら
ぎ
、
そ
の
結
果
、
林
業
産
出

額
は
昭
和
55
年
の
ピ
ー
ク
時
と
比
べ

て
約
20
％
ま
で
低
下
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
一
方
で
、
国
内
の
森
林
資
源
は
、
利

用
に
適
し
た
樹
齢
50
〜
60
年
の
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
が
充
実
し
て
い
ま
す

が
、
需
要
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
年
々

備
蓄
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

30
％
を
下
回
る

　
　

国
産
材
自
給
率

国
は
、
２
０
２
０
年
ま
で
の
国
産
材
自

給
率
50
％
を
目
標
に
掲
げ
、
県
も
「
県

産
材
の
利
用
促
進
」「
林
業
担
い
手
の

確
保
」「
森
林
の
保
全
」
を
目
指
し
て

各
種
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
県
産
材
の
利
用
促
進
で
は
、
平

成
18
年
に
「
越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
」
を
立
ち
上
げ
、
品
質
、
性
能
の
明

確
化
・
規
格
化
を
図
り
、
ま
た
、
県
産

材
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
で
、
本
年
度
末
ま
で
に
県
産
材
供

給
率
34
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
は
約
５
９
０
㎢
の
面
積
の

う
ち
67
％
が
森
林
で
、
戦
後
植
栽
し
て

き
た
杉
が
伐
採
時
期
を
迎
え
よ
う
と
し

十
日
町
市
の

　
　

現
状
と
取
り
組
み

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
木
材
価
格
の
低

迷
な
ど
に
よ
る
森
林
所
有
者
の
関
心
の

低
下
に
よ
り
、
森
林
の
荒

廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
長
野
県
北
部
地
震
や

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に

よ
る
土
砂
崩
れ
で
甚
大

な
森
林
被
害
が
起
き
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
、
森
林

整
備
作
業
員
を
６
月
か
ら

６
人
採
用
し
、
十
日
町
、

川
西
、
中
里
地
域
で
、
森

林
組
合
と
連
携
し
て
下
刈
り
や
枝
打

ち
、
間
伐
と
い
っ
た
森
林
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
８
月
か
ら
は
さ
ら
に

３
人
増
員
し
、
松
代
、
松
之
山
地
域
で

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、木
材
の
需
給
量
の
約
４
割
は
、

建
築
用
材
が
占
め
る
こ
と
か
ら
、
建
築

用
木
材
の
需
要
拡
大
が
木
材
利
用
の
増

加
を
図
る
上
で
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
市
で
は
公
共
建
築
物
な
ど

へ
の
木
材
利
用
を
進
め
る
た
め
の
基
本

方
針
を
８
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
基
本

方
針
で
は
、
公
共
建
築
物
で
県
産
材
や

市
産
材
の
利
用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

林
業
や
木
材
関
連
産
業
の
振
興
な
ど
を

図
り
ま
す
。
　

　
近
年
に
お
け
る
林
業
の
低
迷
の
中
、
国
や
県
は
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
市
で
も
公
共
建

築
物
な
ど
へ
の
木
材
利
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
本
年
度
は

９
人
の
臨
時
職
員
を
採
用
し
、
地
元
森
林
組
合
と
連
携
を
深

め
な
が
ら
市
有
林
の
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

農
林
課
林
政
農
災
係
　
☎
７
５
７
―
９
９
１
７

　
市
有
林
で
作
業
す
る
森
林
整
備
作
業
員
の
皆

さ
ん
。
十
日
町
地
域
森
林
組
合
の
職
員
に
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
下
刈
り
や
枝
打
ち
、
間
伐
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
農
林
水
産
省
の
調
査
で
は
、

平
成
22
年
度
の
新
設
住
宅
の
木
造
率

が
、
全
国
平
均
の
56
・
６
％
に
対
し
て

新
潟
県
は
85
・
４
％
と
全
国
第
２
位
で

し
た
。
平
成
21
年
に
は
１
位
も
記
録
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
県
内
の
県
産
材
供
給
率

を
見
て
も
、
平
成
16
年
に
は
20
・
１
％

だ
っ
た
の
が
、
22
年
に
は
33
％
ま
で
増

加
す
る
な
ど
、
県
民
の
木
造
住
宅
に
対

す
る
理
解
が
深
ま
り
、
県
産
材
へ
の
期

待
も
大
き
く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
は
新
築
住
宅
の

木
造
率
が
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

　
県
産
材
の
供
給
率
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
が
不
可

欠
で
し
た
。
下
刈
り
や
枝
打
ち
、
間
伐

と
い
っ
た
人
工
林
の
手
入
れ
を
適
切
に

行
う
こ
と
で
、
質
の
高
い
木
材
を
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
木
材
の

狂
い
な
ど
に
影
響
す
る
含
水
率
な
ど
を

規
格
化
し
認
証
す
る
こ
と
で
、
品
質
や

性
能
を
明
確
に
し
た
県
産
材
製
品
の
供

給
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
木
材
需
要
は
年
間

37
万
㎥
で
す
が
、
県
内
の
木
材
の
年
間

成
長
量
は
需
要
を
遥
か
に
上
回
る
85
万

越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド
の

　
　

利
用
促
進
に
向
け
て

㎥
あ
り
ま
す
。
越
後
杉
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
は
、
こ
の
地
域
の
林
業
や
木
材
産
業

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
す
。

　
森
林
に
は
雨
水
を
蓄
え
る
能
力
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
災
害

を
防
ぐ
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
C
O

２
を
吸
収
し
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
県
と
連
携
し
て
越
後
杉
ブ

ラ
ン
ド
の
利
用
促
進
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
森
林
に
親
し
み
、
大
切
に
育
て

利
用
す
る
こ
と
で
、
国
土
の
保
全
と
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も

に
、
森
林
の
持
つ
魅
力
や
可
能
性
を
再

認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

森
林
の
多
様
性
を
生
か
し
て

越後杉ブランド魚沼研究会を立ち上げ、
　森林・林業の再生に力を入れている藤田求さん

越後杉ブランド魚沼研究会
会長：藤田　求さん（干溝・58歳）

（㈱サンウッド新潟 代表取締役）

　森林組合や製材会社、建築会社な

ど 19 社が連携し、越後杉の普及に

向けて、県地域振興局からの協力の

もと、平成 20 年から活動しています。この周辺地域の越後杉は、

寒い気候風土から木の成長が遅く、木目が詰まっているのが特徴

です。県内の越後杉ブランド市場におけるこの地域産の越後杉の

シェアは数％と低いですが、地域で一体となって PR したいと考

えています。そのためには、山の所有者から製材業者、設計事務

所、工務店、消費者までの流通過程に関係する人すべてが輪になっ

て、地元の森林の大切さを意識することが重要です。木材の地産

地消を軌道に乗せることで、国土保全や環境浄化はもとより、雇

用創出の機会も増やせます。森林の持っているすばらしさを教育

の面でも PR することで、次世代を担う子どもたちにも地域づく

りや地産地消の大切さを伝えていかなければなりません。

新
潟
県
市
町
村
林
政
振
興

協
議
会
表
彰
（
林
業
功
労
）

林　正弘さん

（川治中町・60歳）

　
長
年
に
渡
り
、
十
日
町
地
域
森

林
組
合
の
職
員
と
し
て
活
躍
し
、

昨
年
度
に
は
魚
沼
地
方
で
初
の
樹

木
医
の
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
の

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

森林整備をしませんか？

　市では森林整備作業員を募集してい

ます。作業内容は、松代・松之山地域で

の下刈りや枝打ちなどの森林整備作業

です。

◇作業期間＝９〜11月までの３か月間

◇日給＝9,400円

◇申込み・問合せ＝８月16日㈭までに

ハローワーク十日町（☎757-2407）

0

20

40

60

80

100

0

200

400

600

800

1,000

1,200
（千㎥） （％）

国内生産用材

輸入用材

木
材
（
用
材
）
供
給
量

自
給
率

■用材自給率

木材供給量と自給率の推移

35 40 45 50 55 60 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
昭和 平成
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平成23年度水道事業下半期の業務状況と24年度予算をお知らせします。

■問合せ：上下水道局事務係　☎757-6531

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

給水業務量の状況 平成23年10月１日
　　〜24年３月31日 損益計算書 平成23年10月１日

　　〜24年３月31日

区　　　分
23年度
下半期

22年度
下半期

前年度比

増　減 比率（％）

給水戸数（栓） 12,207 12,150 57 0.5

給
水
量

総　　数（㎥） 1,811,266 1,838,242 △26,976 △1.5

一日平均（㎥） 9,898 10,100 △202 △2.0

収　入
３億6,451万円

支　出
３億1,070万円

水道料金
３億5,687万円
97.9％

動力費
3,654万円
11.8％

修繕費
6,830万円
22.0％

人件費 
3,998万円
12.9％

委託料
2,401万円
7.7％

その他
3,005万円
9.6％

支払利息
2,080万円
6.7％

減価償却費
9,102万円
29.3％

減価償却費
9,102万円
29.3％

その他
764万円
2.1％

収　入
７億1,125万円

支　出
６億4,328万円

水道料金
７億0,501万円
99.1％

支払利息
4,155万円
6.4％

減価償却費
１億8,202万円
　28.3％

人件費
7,651万円
11.9％

動力費
7,623万円
11.9％

委託料
7,541万円
11.7％ 修繕費

１億1,329万円
17.6％

その他
7,827万円
12.2％

その他
624万円
0.9％

支  出
６億1,035万円

補償金
600万円
1.6％

負担金 1,162万円 3.1％

企業債
３億5,070万円
94.1％

その他
7,188万円
11.8％

加入金 458万円1.2％

企業債償還金
３億2,547万円
53.3％

配水管布設
工事ほか
7,250万円
11.9％

耐震化事業関連工事
9,000万円 14.7％

配水管布設替
工事
5,050万円
8.3％

※収入が支出に対して不足する
　額は、減価償却費などの留保
　資金で補てんします

損益勘定留保資金など
２億3,745万円

収入
３億7,290
万円

損益勘定留保資金など
２億3,745万円

（業務の予定量）

１.  給水戸数…………………

２. 年間総給水量…………

３. 一日平均給水量……………

11,374戸

3,511,000㎥

9,619㎥

23年度下半期の業務状況

24年度予算

※消費税相当分を
　除いて表示

　これから暑い時期を迎え、自宅や作業所などの外に設置されている水道の利用が増えることが予想されます。外の

水道の管理は、持ち主が責任を持って行ってください。第三者に勝手に水を使われても、料金を減免できる規定はあ

りませんので管理には十分注意してください。使わないときは蛇口のハンドル部分を外すなどの対策をお願いします。

家の外に水道をお持ちの皆さんへ

水道事業のお知らせ

※にぎわいプロジェクトは十日町市の
　業務委託を受けて実施しています

にぎわい
なう
にぎわい
なう
にぎわい
なう
Vol. ２

　
若
手
経
営
者
を
中
心
に
、
商
店
街
で

「
○
○
し
た
い
！
」
と
い
う
強
い
思
い

を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
中
心
市

街
地
を
元
気
に
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た

「
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

　
第
２
回
は
、
空
き
店
舗
活
用
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
の
樋
熊
秀
行
さ
ん
（
衣
料

の
か
み
し
ん
）、
イ
ベ
ン
ト
企
画
運
営

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
西
野
健
一
さ
ん

（
ミ
ジ
ョ
ッ
ト
）、
情
報
発
信
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
上
村
吉
徳
さ
ん
（
モ
ダ
ン

食
堂
K
I
C
H
I
）
の
３
人
が
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
や
、
こ
れ
か
ら
予
定
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ

：
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局
（
商
店
街
に
ぎ
わ
い
研
究
所

内
☎
７
６
１

�

７
２
３
０
）

　空き店舗活用グループリーダーの樋熊です。本町３丁目に駄菓子と

アクセサリーのお店「にぎわいショップ」が５月に開店して２か月。

小学生の間でブームになってます。学校が終わった後に、子どもたち

がまちなかに遊びに行くなんて光景はここしばらく見ることがなかっ

たのに、今、店に行くと、子どもたちがいっぱいいて、楽しそうには

しゃいでいます。自分たちが子どものころは、市内にも駄菓子屋があ

りました。しかし、今の子どもたちが大きくなったとき、昔を懐かし

むような商店街のお店があるのか、と考えると、今回の取り組みはと

ても良かったと思います。気軽におしゃべりできる空間ですので、ぜ

ひ遊びに来てください。

※現在チャレンジショップとして「とおかまち♡癒し隊」の日替わり

マッサージを受けることが出来ます。また、２ブース空いていて、

１ブース１か月１万円で利用できますので、気軽にご相談ください

　イベント企画運営グループリーダーの西野です。まず、５月にスタ

ートした「にぎわいサタデー」について説明します。５月は軽トラの

荷台をステージにした「カラオケキャラバン」（写真左）。商店街のあ

ちらこちらでゲリラ・カラオケを行いました（もちろん、許可を取っ

てのゲリラです）。そして、６月は商店街№１のイケメンを決める「イ

ケメン総選挙」（写真下）。事前投票では1,000票近く集まり、さらに

ＴＶ・ラジオ・新聞などメディアにもたくさん取り上げられました。

出場して頂いた皆さん、本当にありがとうございました。

　情報発信グループリーダー「モダン食堂KICHI」の上村です。

皆さんご存じの人もいらしゃるかと思いますが、Facebookで我々の活

動や、近況報告、イベントの告知など最新の情報を発信してます。先日

の「にぎわいサタデー」での「イケメン総選挙」は、約1,000票もの投

票を頂きました。

　ぜひ、Facebook「にぎわいプロジェクト～新潟県十日町市～」（http://

www.facebook.com/nigiwaiproject）をチェックしてみてください。また、

皆さんからのご意見、ご感想もお持ちしています。そして、にぎわいプ

ロジェクトのホームページも作成中ですのでお楽しみに。

空き店舗活用グループ

【営業時間】平日：午後１時～６時、
土・日曜日、祝日：午前 10 時～午
後３時、定休日：月曜日

イベント企画運営グループ

情報発信グループ

出場して頂いた皆さん、本当にありがとうございました。



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

10市報とおかまち　平成24年8月10日号

お知らせ・ガイド申申込み ＦＦＡＸ〆締め切り 問問合せ他その他講講師

内内容休休館日日日時 定定員会会場 対対象者 ￥料金 持持ち物

市報とおかまち　平成24年8月10日号11

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

７
時
（
開
場
５
時
15
分
）

ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館

大
人
２
、
５
０
０
円
　
大
学
生

以
下
２
、
０
０
０
円(

芸
術
祭

パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
５
０
０
円

割
引)

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
ま
つ
だ
い
農

舞
台
、
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館

ほ
か

角
山
（
☎
０
９
０
―
２
４
５
０

―
８
７
２
５
）

11
時
～
正
午

毎
回
先
着
15
人

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
情
報
館
カ
ー
ド
作
成
】

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
情
報

館
利
用
者
カ
ー
ド
が
作
れ
ま
す
。

20
日
を
除
く
会
期
中
毎
日
午
前

9
時
30
分
～
午
後
６
時
（
日
曜

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

【
情
報
館
で
も
の
し
り
博
士
】

　
館
内
の
資
料
を
使
っ
て
問
題
を

解
き
、
図
書
館
の
使
い
方
を
学
び

ま
す
。

20
日
を
除
く
会
期
中
毎
日
午
前

9
時
30
分
～
午
後
７
時
（
日
曜

日
は
午
後
５
時
ま
で
）

　
小
学
生
と
保
護
者

【
和
と
じ
読
書
ノ
ー
ト
づ
く
り
】

　
す
て
き
な
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
読

書
記
録
を
大
切
に
残
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

８
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
い
ず
れ

も
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

小
学
生
以
上

２
０
０
円

各
日
15
人
（
要
事
前
予
約
）

　
・
　
情
報
館
（
☎
７
５
７
―
５

１
０
０
）

い
ま
す
。

８
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭
午
後
１

時
～
５
時
（
随
時
受
付
）

３
０
０
円

【
昆
虫
解
剖
講
座
】

　
昆
虫
の
体
の
し
く
み
な
ど
を
学

び
ま
す
。
生
き
た
カ
ブ
ト
ム
シ
に

も
ふ
れ
合
え
ま
す
。

８
月
21
日
㈫
１
回
目

：

午
後
１

時
～
２
時
50
分
、
２
回
目

：

午

後
３
時
～
４
時
50
分

各
回
10
人
（
当
日
先
着
順
）

【
植
物
し
お
り
づ
く
り
教
室
】

　
植
物
で
し
お
り
を
作
り
ま
す
。

葉
の
違
い
を
見
比
べ
る
「
葉
っ
ぱ

図
鑑
」
も
楽
し
め
ま
す
。

８
月
24
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

（
随
時
受
付
）

【
11
年
７
月
水
害
記
録
写
真
展
】　

　
市
内
で
大
き
な
被
害
が
出
た
昨

年
７
月
の
水
害
の
記
録
写
真
展
。

８
月
21
日
㈫
～
26
日
㈰
午
前
９

時
30
分
～
午
後
７
時
（
26
日
は

５
時
ま
で
）

【
ぼ
う
さ
い
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
・
は

て
な
、
ど
っ
ち
？
】

　
災
害
が
起
き
た
と
き
の
行
動
を

ゲ
ー
ム
方
式
で
考
え
ま
す
。

８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午
前
11

時
～
正
午

小
・
中
学
生

【
情
報
館
に
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
や
っ
て

く
る
】

　
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
れ
ま
す
。

８
月
18
日
㈯
１
回
目

：

午
前
10

時
～
正
午
、
２
回
目

：

午
後
１

時
～
３
時
、
３
回
目

：

午
後
３

時
30
分
～
５
時
、
８
月
19
日
㈰

１
回
目

：

午
前
10
時
～
正
午
、

２
回
目

：

午
後
１
時
～
３
時

小
学
生
以
下

【
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
紹
介
】

　
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹
介
展
示

と
、市
報
な
ど
の
音
声
訳
の
体
験
。

８
月
19
日
㈰
・
26
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
４
時

【
夏
休
み
子
ど
も
映
画
会
】

８
月
25
日
㈯
午
前
11
時
～
正
午

●
上
映
タ
イ
ト
ル
＝
「
耳
な
し
芳

一
」「
だ
ん
だ
ら
ぼ
っ
ち
」「
シ

ー
ト
ン
動
物
記
ち
び
犬
チ
ン

ク
」

【
懐
か
し
の
16
ミ
リ
映
画
会
】

８
月
21
日
㈫
・
24
日
㈮
午
後
２

時
～
４
時

●
上
映
タ
イ
ト
ル
＝
「
雪
に
耐
え

忍
ぶ
心
」「
読
む
こ
と
　
書
く

こ
と
　
生
き
る
こ
と
」「
芦
沼
」

【
情
報
館
の
裏
側
大
公
開
】

　
普
段
は
入
れ
な
い
情
報
館
の
舞

台
裏
を
職
員
が
案
内
し
ま
す
。

20
日
を
除
く
会
期
中
毎
日
午
前

清
津
川
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

（
ゆ
く
ら
妻
有
裏
）

釣
り
教
室
（
有
料
で
貸
し
道
具

あ
り
）、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み

取
り
、
鮎
を
食
う
会
（
要
申
込

み
）

・
　
市
観
光
協
会
中
里
支
部 

(

☎
７
６
３

｜

３
１
６
８)

　
農
林
課
で
は
、
大
地
の
芸
術
祭

で
市
内
を
訪
れ
る
人
に
十
日
町
産

農
産
物
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、「
カ
ル
ビ
タ
ト
マ
ト
の
試
食

＆
雪
下
に
ん
じ
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
試

飲
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
12
日
㈰
、
24
日
㈮
、
９
月

７
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
４
時

ク
ロ
ス
テ
ン
バ
ザ
ー
ル
広
場
　

農
林
課
農
業
企
画
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
２
０
）

８
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
い
ず
れ

も
午
後
１
時
〜
６
時
（
開
場
０

時
30
分
）
※
入
退
場
自
由

ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

無
料

各
日
先
着
３
０
０
人
に
松
代
地

域
で
使
え
る
お
得
な
ク
ー
ポ
ン

券
を
配
布
し
ま
す

ま
つ
だ
い
地
域
振
興
会
事
務
局

（
☎
５
９
７

｜

２
２
２
０
）

【
心
和
ま
す
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
】

　
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
行
う
午
後
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
心
地
よ
い
音

楽
が
館
内
に
響
き
ま
す
。

８
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日

㈯
・
26
日
㈰
午
後
３
時
～
３
時

30
分

●
出
演
＝
地
元
音
楽
愛
好
家

【
読
み
聞
か
せ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
】

　
地
元
の
読
み
聞
か
せ
団
体
に
よ

る
お
話
し
会
。

20
日
を
除
く
会
期
中
毎
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時

幼
児
〜
小
学
生
低
学
年

【
身
近
な
薬
草
茶
】

　
薬
草
の
効
能
を
学
び
、
５
種
類

の
薬
草
茶
の
「
き
き
茶
」
を
味
わ

　
前
回
の
市
報
で
紹
介
で
き
な
か

っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
清
流
清
津
川
の
鮎
を
釣
っ
て
、

つ
か
ん
で
、
食
べ
ち
ゃ
お
う
。

８
月
14
日
㈫
午
前
9
時
～
午
後

3
時

日

日

日日

日 日日日日

対

対 ￥定

日 会

会会￥他

問

問

問

問 申

十
日
町
産
農
産
物
の

試
飲
・
試
食
会
＆
販
売
会

清
津
川
さ
か
な
ま
つ
り

ほ
っ
く
ほ
く
亭
早
稲
田
寄
席

８
月
18
日
〜
26
日
開
催

「
情
報
館
ま
る
ご
と
体
感
フ
ェ
ア
」

日日

内　
十
日
町
市
伝
統
芸
能
協
会
に
よ

る
盆
踊
り
大
会
も
同
時
開
催
。

８
月
18
日
㈯
午
後
６
時
30
分
～

９
時
15
分

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
セ

ン
タ
ー
前
広
場

盆
踊
り
大
会
、
夜
店
、
打
ち
上

げ
花
火

●
盆
踊
り
大
会
出
演
＝
下
条
ヨ
イ

日会
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
夏
ま
つ
り

ヤ
サ
、
赤
倉
神
楽
、
中
条
大
の

坂
、
十
日
町
大
太
鼓
、
菅
沼
神

楽
、
水
沢
伝
統
芸
能
保
存
会

　
レ
ン
タ
ル
浴
衣
あ
り
（
大
人
用

１
、
０
０
０
円
、
子
ど
も
用
５

０
０
円
）

　
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
内
☎
７
５
８

｜

４
８

７
７
）

内

他

対日日日

日対￥申

問

定 日日対
８
月
19
日
㈰
午
後
５
時
45
分
〜

ハ
ー
ト
フ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
25
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
開

場
１
時
30
分
）

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

大
人
５
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料

●
出
演
団
体
＝
M
C
G
男
声
合
唱

団
、
長
岡
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
、

津
南
合
唱
隊
、
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ

ン
、
が
ち
ょ
う
の
会
、
千
年
の

森
少
年
少
女
合
唱
団

川
西
公
民
館
（
☎
７
６
８

｜

２

３
０
８
）

　
大
地
の
芸
術
祭
作
品
「
空
の
水

／
苔
庭
」
の
作
家
青
木
野
枝
さ
ん

の
ト
ー
ク
と
、
馬
喰
町
バ
ン
ド
の

民
族
音
楽
が
楽
し
め
る
ひ
と
と
き

で
す
。

８
月
26
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

30
分

八
幡
神
社
（
西
田
尻
／
作
品
番

号
Ｎ
０
６
５
）

無
料

西
田
尻
区
長
・
樋
口
（
☎
７
６

３

｜

２
４
３
１
）

日会問 ￥
８
月
25
日
㈯
午
後
６
時
〜

十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

日

会￥問
８
月
31
日
㈮
ま
で
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
※
18
日
㈯
窯
出
し
・

仕
上
げ
作
業
・
展
示
即
売
、
19

日
㈰
展
示
即
売
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

・
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
き
も
の
語

日
土
で
つ
な
が
る
縄
文
か
ら
今
世

妻
有
焼 

作
品
展

空
の
水
と
人
の
つ
づ
き

〜
現
代
ア
ー
ト
と
オ
ン
ガ
ク
の
ジ
カ
ン
〜

９
月
２
日
㈰
午
後
１
時
30
分

（
開
場
１
時
）

十
日
町
商
工
会
議
所

無
料

会

会 日

問

中
之
島
流

第
20
回
大
正
琴
お
さ
ら
い
会

　
県
教
育
委
員
会
と
県
内
の
大
学

な
ど
高
等
教
育
機
関
、
市
町
村
が

連
携
し
て
行
う
講
演
会
で
す
。

９
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時

情
報
館
（
他
会
場
の
講
演
会
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
信
し
、

映
写
し
ま
す
）

地
形
と
地
名
の
関
わ
り
か
ら
先

祖
が
伝
え
る
減
災
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
考
え
ま
す
。第
2
回
は
、

12
月
８
日
㈯
に
開
催
予
定

本
井
晴
信
さ
ん
（
新
潟
県
立
図

書
館
・
前
県
立
文
書
館
副
館
長
）

無
料

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

会内講 日￥問
に
い
が
た
連
携
公
開
講
座

「
地
名
が
語
る
郷
土
の
歴

史
・
そ
の
調
べ
方
」
①

問

日

会￥

【
B
B
Q
＆
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
】

　
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
な
が
ら
す
て
き
な
出

会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

９
月
２
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

と
お
か
ま
ち
ハ
ッ
ピ
ー
婚

シ
ェ
ル
ジ
ュ

朗
読
劇 

井
上
ひ
さ
し
作

「
父
と
暮
せ
ば
」

午
後
３
時
30
分

ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

20
～
45
歳
ま
で
の
独
身
男
性
15

人
、
20
歳
以
上
の
独
身
女
性
15

人
※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

男
性
４
、
５
０
０
円
、
女
性 

２
、

５
０
０
円

８
月
22
日
㈬

【
愛
さ
れ
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
】

　
独
身
男
性
対
象
の
無
料
講
座
。

愛
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
エ
ッ
セ

ン
ス
、
表
情
や
会
話
術
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。
講
師
は
元
女
優
で
人

材
育
成
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
森
川
あ
や
こ

さ
ん
で
す
。

９
月
９
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

20
歳
以
上
の
独
身
男
性
40
人

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

無
料

８
月
27
日
㈪

・
　
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち

（
☎
７
５
２
―
７
８
３
０
）

き
も
の
の
広
場
公
園
（
ク
ロ
ス

テ
ン
向
か
い
／
雨
天
時
は
ク
ロ

ス
テ
ン
）

無
料

●
曲
目
＝
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ

ー
デ
ほ
か

　
片
桐（
☎
７
５
７
―
９
９
８
０
）

日会

日

会

￥

対￥〆〆

問

定

り
吉
田
明
作
品
館
（
☎
７
６
１

―
７
５
８
８
）

日会対￥￥

問

申



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

午
後
７
時
か
ら
市
総
合
体
育
館

で
説
明
会
を
行
い
ま
す

十
日
町
市
山
岳
協
会
・
滝
沢（
☎

０
９
０
―
２
２
４
４
―
６
１
７

７
）

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

・
　
９
月
７
日
㈮
ま
で
に
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７

５
０
―
５
０
１
０
）

　
介
護
予
防
の
知
識
・
技
術
を
学

ん
で
地
域
の
仲
間
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

９
月
19
日
㈬
〜
11
月
7
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
〜
11
時

30
分

出
産
・
育
児
、
介
護
休
業
中
の

人
へ
の
県
の
貸
付
金
の
ご
案
内

●
請
求
手
続
き
＝
平
成
25
年
１
月

15
日
㈫
ま
で
※
詳
し
く
は
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

相
談
窓
口
（
平
日
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
、
☎
０
１
２
０

―
５
０
９
―
０
０
２
）

新
潟
県
医
療
薬
事
課
（
☎
０
２

５
―
２
８
０
―
５
１
８
７
）

　
・
　
・
　
十
日
町
地
域
消
防

本
部
（
☎
７
５
７
―
１
５
５

８
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
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w
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k
a
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a
c
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k
o
u
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　「
う
さ
ぎ
」
は
聴
覚
障
が
い
者

に
「
要
約
筆
記
」
を
行
う
サ
ー
ク

ル
で
す
。「
要
約
筆
記
」に
つ
い
て
、

い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん
か
。
※

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
が
い
者

に
話
の
内
容
を
パ
ソ
コ
ン
や
手
書

き
で
、
そ
の
場
で
伝
え
る
「
筆
記

通
訳
」
の
こ
と
で
す

●
定
例
会
＝
毎
月
第
１
土
曜
日
午

後
２
時
～
４
時
（
祝
日
の
場
合

は
第
２
土
曜
日
）

情
報
館
　

十
日
町
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

「
う
さ
ぎ
」
事
務
局
（
☎
０
９

０
―
２
９
８
５
―
１
５
８
８
）

　
県
で
は
、
育
児
ま
た
は
介
護
休

業
を
取
得
す
る
人
や
、
勤
務
時
間

の
短
縮
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
育

児
、
介
護
を
行
う
人
に
対
し
て
、

休
業
中
ま
た
は
時
間
短
縮
制
度
利

用
中
の
生
活
資
金
を
低
金
利
で
融

資
し
て
い
ま
す
。

●
融
資
額
＝
１
０
０
万
円
以
内
、

金
利
１
・
５
％
（
固
定
）

●
融
資
の
相
談
受
付
窓
口
＝
最
寄

り
の
新
潟
県
労
働
金
庫

　
新
潟
県
労
政
雇
用
課
労
働
福

祉
・
雇
用
均
等
係
（
☎
０
２
５

―
２
８
０
―
５
２
６
０
）

　
子
ど
も
の
ひ
き
こ
も
り
や
不
登

校
な
ど
に
つ
い
て
不
安
に
思
い
、

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。「
学
校
教

０
１
２
実
行
委
員
会
（
十
日
町

商
工
会
議
所
内
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

　
産
業
界
の
連
帯
感
の
醸
成
と
、

元
気
あ
る
十
日
町
ブ
ラ
ン
ド
の
情

報
発
信
を
目
的
に
、「
十
日
町
産

業
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
を
、
10

月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
の
２
日
間
、

ク
ロ
ス
テ
ン
と
キ
ナ
ー
レ
で
開
催

し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
対
象
＝
企
業
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ

ー
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
へ
の
参
加

事
業
所

・
　
十
日
町
産
業
フ
ェ
ス
タ
２

問

申

十
日
町
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル

「
う
さ
ぎ
」
が
発
足

十
日
町
産
業
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
参
加
事
業
所
募
集

特
定
の
血
液
製
剤
に
よ
り
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
人
へ
、

給
付
金
の
お
知
ら
せ
で
す

男
女
共
同
参
画
推
進
委
託
事
業

「
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
進
め

る
た
め
に
②
」
講
話
と
座
談
会

　
地
域
の
救
命
率
向
上
を
目
指

し
、
毎
月
９
日
に
応
急
手
当
講
習

を
開
催
し
ま
す
。

　
９
月
９
日
㈰

　
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い

日

日 会

会

会

内

申

申

問

問

問

日会￥定

問

問

応
急
手
当
講
習
会

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

　
出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出

血
な
ど
の
際
、
特
定
の
血
液
製
剤

を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
に
、
給
付
金
を
支
給
す
る
仕
組

み
が
あ
り
ま
す
。

　
９
月
30
日
㈰
ま
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
直
売
所
参
加
店
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

●
ラ
リ
ー
方
法
＝
十
日
町
市
・
津

南
町
の
直
売
所
参
加
店
な
ど
に

配
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙
を
持

っ
て
直
売
所
を
３
か
所
巡
り
、

そ
れ
ぞ
れ
買
い
物
を
し
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
ま
す
。
ス
タ
ン
プ

を
３
種
類
集
め
た
ら
、
応
募
用

紙
を
直
売
所
設
置
の
応
募
箱
に

入
れ
る
か
、
実
行
委
員
会
宛
て

に
郵
送
し
ま
す

　
抽
選
は
10
月
上
旬
に
行
う
予
定

で
す
。
当
選
者
に
は
米
や
旬
の

野
菜
セ
ッ
ト
な
ど
、
各
直
売
所

自
慢
の
商
品
を
発
送
し
ま
す

　
越
後
妻
有
農
産
物
直
売
所
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
実
行
委
員
会
（
ク

ロ
ス
テ
ン
内
☎
７
５
７
―
２
３

２
３
）

越
後
妻
有
農
産
物
直
売
所

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中

問 他　
世
界
最
強
の
ス
ペ
イ
ン
サ
ッ
カ

ー
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
日
本
の
子
ど

も
た
ち
に
伝
授
す
る
合
宿
で
す
。

８
月
23
日
㈭
〜
24
日
㈮

ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
（
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
内
）　

６
〜
13
歳
（
小
学
生
以
上
）

２
万
５
、
０
０
０
円

・
　
８
月
16
日
㈭
ま
で
に
ト
ー

９
月
16
日
㈰
午
前
６
時
出
発

●
目
的
地
＝
乗
鞍
岳
（
長
野
県
）

２
、
５
０
０
円

先
着
40
人

８
月
15
日
㈬
〜
９
月
５
日
㈬
ま

で
に
、
申
込
み
用
紙
を
市
総
合

体
育
館
へ
提
出
※
９
月
７
日
㈮

問

日

日会対

￥

￥

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

定申

申
ト
ー
ニ
ョ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

ア
カ
デ
ミ
ー
IN
十
日
町

日￥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
３
局
合
同
イ
ベ
ン
ト

「
ほ
く
ほ
く
Ｆ
Ｍ
ウ
ォ
ー
ク

２
０
１
２
」
参
加
者
募
集

　
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
・
エ
フ

エ
ム
雪
国
・
エ
フ
エ
ム
上
越
に
よ

る
３
局
合
同
の
開
催
で
す
。「
安

吾
の
散
歩
道
」
を
歩
き
な
が
ら
、

松
之
山
の
景
色
と
文
化
、
食
に
触

れ
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
は
松

之
山
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。

９
月
22
日
（
秋
分
の
日
）

３
、
０
０
０
円
（
食
事
代
・
入

問

第
17
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

７
月
28
日
㈯
～
29
日
㈰

埼
玉
県
熊
谷
市
く
ま
が
や
ド

ー
ム

徳
永
勇
永
、
柳
雅
人
、
澤
潟

士
以
、
尾
身
竜
也
、
小
海
晴

日
、
春
日
洵
哉
、
小
海
拓
郎
、

春
日
渓
介
（
以
上
吉
田
小
）

第
28
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

７
月
29
日
㈰

両
国
国
技
館

佐
藤
豪
（
吉
田
小
）、
滝
澤

海
斗
（
十
日
町
小
）、
西
川

匠
（
東
小
）

第
12
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手

道
選
手
権
大
会

８
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

東
京
武
道
館

野
上
結
羽
（
十
日
町
空
手
道

連
盟
）

第
52
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選

手
権
大
会

８
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

大
阪
府
大
阪
市
中
央
体
育
館

小
野
塚
太
郎
、村
山
昭
浩（
以

上
松
代
空
手
道
協
会
）

第
28
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
会

８
月
25
日
㈯
～
26
日
㈰

神
奈
川
県
横
浜
日
産
ス
タ
ジ

ア
ム

仲
嶋
竜
之
介
、
柳
万
葉
（
以

上
十
日
町
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
）

第
39
回
全
国
高
等
学
校
空
手
道

選
手
権
大
会

７
月
29
日
㈰
～
８
月
１
日
㈬

新
潟
市
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

春
日
数
紗
（
十
日
町
高
）

第
65
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会

７
月
29
日
㈰
～
８
月
２
日
㈭

新
潟
市
新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム

山
本
政
則
、
田
村
和
基
、
佐

藤
明
日
夏
（
以
上
十
日
町

高
）、
目
黒
み
の
り
、
小
島

鈴
菜
（
以
上
十
日
町
総
合
高
）、

風
巻
伊
和
里（
津
南
中
等
教
育
）

第
47
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
体
育
大
会［
陸
上
競
技
の
部
］

８
月
13
日
㈪
～
14
日
㈫

国
立
競
技
場

生
越
岬
（
十
日
町
高
）

第
14
回
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通

信
制
体
育
大
会
［
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
部
］

　
８
月
15
日
㈬
～
18
日
㈯

神
奈
川
県
小
田
原
市
総
合
文
化

体
育
館

金
澤
亨
（
十
日
町
高
）

日日日日

日日日

日 日

全
国
大
会
出
場
選
手
壮
行
会
開
催

　
７
月
20
日
㈮
、
市
役
所
本
庁
で
夏
季
各
種
全
国
大
会
に
出
場
す
る

選
手
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。大
会
・
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

会会会

会会会会

会 会

育
に
お
け
る
子
ど
も
の
多
様
性
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
聞

い
て
、
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
る

人
と
話
を
し
て
不
安
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

９
月
８
日
㈯
午
後
2
時
～
4
時

中
央
公
民
館

無
料

20
人

韮
澤
文
隆
さ
ん
（
長
岡
市
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

・
　
９
月
６
日
㈭
ま
で
に
フ
ォ

ル
ト
ネ
ッ
ト
代
表
・
関
口
（
☎

７
５
２
―
４
３
０
６
）ま
た
は
、

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎

７
５
７
―
３
６
９
３
）

●
曲
目
＝
「
高
校
三
年
生
」「
亜

麻
色
の
髪
の
乙
女
」
ほ
か

　
柳
（
☎
７
５
７
―
２
８
２
６
）

問

問

申 講

終
了
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

７
―
５
５
６
６
）

【
耳
鼻
咽
頭
科
休
診
】
８
月
22
日

㈬
〜
24
日
㈮
は
休
診
と
な
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
整
形
外
科
外
来
】
新
規
患
者
及

び
予
約
外
の
再
来
患
者
の
受
付
は

曜
日
に
か
か
わ
ら
ず
午
前
10
時
で

問
十
日
町
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

ニ
ョ
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ア
カ

デ
ミ
ー
（
☎
03
―
３
２
２
１
―

０
３
８
８
）
※
平
日
午
前
９
時

〜
午
後
５
時



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

14市報とおかまち　平成24年8月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年8月10日号15

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

明
書
の
交
付
も
含
む
）
②
印
鑑
届

け
及
び
改
印
届
け
に
関
す
る
事
務

（
登
記
申
請
と
同
時
に
届
け
る
場

合
を
除
く
）
③
印
鑑
カ
ー
ド
の
交

付
及
び
廃
止
に
関
す
る
事
務
④
電

子
認
証
に
関
す
る
事
務

新
潟
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部

門
（
☎
０
２
５
―
２
２
６
―
０

９
５
５
）

予
定
者
、
ま
た
は
22
年
３
月
以

降
に
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
人

●
参
加
企
業
＝
50
社
（
予
定
）
※

参
加
企
業
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た

２
０
１
３
」
で
検
索

新
潟
県
労
政
雇
用
課
（
☎
０
２

５
―
２
８
０
―
５
２
７
０
）

も
な
い
滞
納
者
に
は
厳
し
い
姿
勢

で
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
８
月
は
滞
納
一
掃
の
た
め
、

預
貯
金
・
給
与
・
動
産
・
不
動
産

の
差
押
え
な
ど
を
行
い
ま
す
の

で
、
早
期
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
納
付
す
る
こ
と
が
ど

う
し
て
も
困
難
な
場
合
は
、至
急
、

税
務
課
管
理
収
納
係
ま
で
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

税
務
課
管
理
収
納
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
３
）

　
本
庁
舎
の
改
修
及
び
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
足
場

　
市
で
は
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
特
別
用
途
地
区
（
大
規
模
集
客

施
設
制
限
地
区
）」
の
素
案
を
策

定
し
ま
し
た
。
都
市
計
画
決
定
に

向
け
、
こ
の
素
案
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

８
月
30
日
㈭
午
後
7
時
～

市
役
所
本
庁
舎
車
庫
棟

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎

７
５
７
―
９
９
３
７
）

問問

本
庁
舎
改
修
及
び
耐
震
補

強
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

都
市
計
画
決
定
素
案
説
明

会
の
お
知
ら
せ

第
33
回 

十
日
町
市
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

平
成
24
年
度 
十
日
町
市
観
光
土

産
品
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

日 日内会

　
市
内
外
か
ら
93
人
２
７
８
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
審
査
結
果
　
※
50
音
順

【
推
薦
】

「
さ
つ
き
の
ぼ
り
の
下
で
」

　
星
正
太
郎
（
魚
沼
市
）

【
特
選
】

「
春
」

　
川
上
英
樹
（
小
千
谷
市
）

「
若
さ
溢
れ
る
着
物
の
街
」

　
松
井
岩
雄
（
十
日
町
市
）

【
入
選
】
８
点

石
川
哲
司
（
十
日
町
市
）

榎
戸
　
晃
（
埼
玉
県
戸
田
市
）

小
林
敏
行
（
新
潟
市
西
区
）

桜
井
邦
彦
（
小
千
谷
市
）

清
水
孝
子
（
十
日
町
市
）

早
野
由
香
（
東
京
都
葛
飾
区
）

藤
田
寿
夫
（
十
日
町
市
）

松
井
岩
雄
（
十
日
町
市
）

●
作
品
展

・
　
８
月
21
日
㈫
〜
９
月
９
日

㈰
／
中
央
公
民
館

・
　
９
月
20
日
㈭
〜
10
月
１
日

㈪
／
新
潟
ふ
る
さ
と
村
（
新
潟

市
）

・
　
10
月
３
日
㈬
〜
11
月
３
日

（
文
化
の
日
）
／
キ
ナ
ー
レ
明

石
の
湯
※
有
料

十
日
町
市
観
光
協
会
（
☎
７
５

７
―
３
３
４
５
）

【
菓
子
・
食
品
部
門
】

◇
金
賞
「
が
が
な
ん
ば
ん
漬
け
」

　
㈲
高
長
醸
造
場

◇
銀
賞
「
ご
は
ん
ク
ッ
キ
ー
」

　
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
な
ご
み 

８
月
25
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後

０
時
30
分

【
む
く
み
解
消
講
座
】

お
ひ
と
り
で
コ
ー
ス

８
月
26
日
㈰
午
前
11
時
20
分
〜

午
後
０
時
50
分

お
子
様
連
れ
Ｏ
Ｋ
コ
ー
ス

８
月
26
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

11
時

中
里
総
合
セ
ン
タ
ー

成
人
女
性

1
講
座
2
、
０
０
０
円
（
Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
会
員
は
１
、５
０
０
円
）

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で

も
代
用
可
）、飲
み
物
、タ
オ
ル
、

Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
会
員
は
会
員
証

久
保
田
祥
子
さ
ん

中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ

（
☎
７
６
１
―
７
４
７
４
）

講問 日 日 日対 会￥持

　
開
催
日
、
会
場
な
ど
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
種
目
ご

と
に
申
込
締
め
切
り
が
異
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
２
日
㈰
～
11
月
25
日
㈰

中
越
管
内
各
地

●
種
目
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
中
越
地
区
大
会

ル
卓
球
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
・
年
齢
別
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
・
年
齢
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
・
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
・
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
・

ス
ポ
レ
ッ
ク
（
体
験
教
室
）

市
総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

―
５
０
１
３
）

問 申

日日日

会会会

問

【特選】春

【推薦】さつきのぼりの下で

【特選】若さ溢れる着物の街

日会

納
対
策
は
、
差
押
え
た
自
動
車

な
ど
を
す
ぐ
に
引
き
揚
げ
ず
に

ロ
ッ
ク
し
、
運
行
・
使
用
を
さ

せ
な
い
こ
と
で
滞
納
者
に
自
主

的
納
付
を
促
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
滞
納

者
に
対
し
自
動
車
の
保
管
命
令

を
行
い
、
一
定
期
間
内
に
納
税

の
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
引

き
揚
げ
て
公
売
を
実
施
し
ま

す
。
※
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着

し
た
自
動
車
な
ど
を
隠
ぺ
い
し

た
場
合
や
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を

損
壊
し
た
場
合
は
、
地
方
税
法

及
び
刑
法
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

税
務
課
管
理
収
納
係
（
☎
７

５
７
―
３
１
１
３
）

　
勤
務
地
が
県
内
の
企
業
が
参
加

す
る
合
同
企
業
説
明
会
で
す
。

８
月
22
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

朱と

鷺き

メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）

25
年
３
月
に
大
学
な
ど
の
卒
業

　
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

が
取
り
扱
っ
て
い
た
十
日
町
市
に

本
店
、
主
た
る
事
務
所
な
ど
を
置

く
会
社
や
法
人
の
役
員
変
更
な
ど

の
登
記
の
申
請
に
関
す
る
事
務
に

つ
い
て
は
、
平
成
23
年
９
月
20
日

か
ら
新
潟
地
方
法
務
局
法
人
登
記

部
門
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
会
社
や
法
人
の
次
の
事
務
に

つ
い
て
は
、
十
日
町
支
局
で
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
①
登
記
事
項

証
明
書
及
び
印
鑑
証
明
書
の
交
付

に
関
す
る
事
務
（
動
産
・
債
権
譲

渡
登
記
に
係
る
概
要
記
録
事
項
証

　
市
で
は
、
新
た
な
税
収
確
保

対
策
と
し
て
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

（
車
輪
止
め
）」に
よ
る
自
動
車
・

軽
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

の
差
押
え
に
着
手
し
、
よ
り
一

層
の
税
収
確
保
に
取
り
組
み
ま

す
。
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
滞

　
市
で
は
、
納
期
内
に
納
付
い
た

だ
い
て
い
る
納
税
者
の
皆
さ
ん
と

の
公
平
性
、
税
収
確
保
の
た
め
、

納
税
通
知
書
や
督
促
状
を
送
付
し

て
も
早
期
完
納
に
向
け
た
計
画
の

提
示
や
納
付
が
な
く
、
何
の
相
談

問

問 問

問

日

寄付ありがとう
７月25日届出分まで（敬称略）

●十日町市へ＝㈲宮幸酒店

（車いす１台）

●とおかまち応援寄附金＝津

和崎宏児（東京都品川区）、

伊藤忠ホームファッション

㈱Keen Japan（東京都中

央区）、南雲勝芳（東京都

町田市）

●情報館へ＝中島良一（上越

市）・佐藤広樹（室野）、庭

野勇吉（高田町３南）、小

口百合子（湯山）、水落靖

生（為永）、ホープ歯科ク

リニック（寿町２）、福原

典男（新座３）

◇
入
選

「
妻
有
そ
ば
手
提
げ
バ
ッ
グ
」

　
㈱
玉
垣
製
麺
所

「
魚
沼
手
繰
り
そ
ば 

―
海
雲
山
月
―
」 

　
㈱
小
嶋
屋
総
本
店

「
地
豆
三
昧
」

　
下
条
高
原
の
棚
田
を
守
る
会

【
民
芸
品
・
工
芸
品
部
門
】

◇
金
賞

「
松
之
山
温
泉
フ
ェ
イ
ス
マ
ス
ク
」

　
松
之
山
温
泉
合
同
会
社
ま
ん
ま

◇
銀
賞

「
か
ら
む
し
ク
ー
ル
ビ
ズ
シ
ャ
ツ
」

　
㈲
ネ
オ
昭
和

◇
入
賞

「
宝
く
じ
袋
」「
め
ご
っ
こ
」

　
㈱
彩
鳳
苑 

遊
布
庵

【
ア
イ
デ
ア
部
門
】

◇
入
選

「
そ
ば
マ
グ
ネ
ッ
ト
」

　
㈳
十
日
町
市
観
光
協
会

会対

８
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
い
が
た
２
０
１
３

会
社
・
法
人
の
登
記
事
務

の
取
扱
庁
変
更
に
つ
い
て

問

滞
納
許
し
ま
せ
ん
！
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
」
を
導
入

　
心
と
体
に
疲
れ
を
抱
え
込
ま
な

い
体
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
シ
ェ
イ
プ
Ｕ
Ｐ
（
ウ
エ
ス
ト
・

二
の
腕
対
策
）
講
座
】

お
子
様
連
れ
Ｏ
Ｋ
コ
ー
ス

Ｙ
Ｏ

｜

Ｂ
Ｅ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
教
室

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
ヨ
ガ

問 定
場
料
・
保
険
料
込
み
）

先
着
40
人

エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
（
☎
７

５
２
―
７
８
３
０
）

の
設
置
や
内
装
改
修
な
ど
で
、
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
10
日
㈪
ま
で
（
予
定
）

耐
震
補
強
工
事
、
外
壁
改
修
・

外
構
工
事
、
内
装
改
修
工
事
ほ

か財
政
課
管
財
係
（
☎
７
５
７
―

９
９
１
４
）

「
大
地
の
精
霊
〜
オ
マ
モ
リ
ン
〜
」

　（
個
人
応
募
）

十
日
町
市
観
光
協
会
（
☎
７
５

７
―
３
３
４
５
）
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地元で作られたものを
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その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。
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江
戸
時
代
も

末
期
に
な
る

と
、
農
山
漁
村

に
も
寺
子
屋
や

私
塾
が
か
な
り

普
及
し
て
い
ま

し
た
。
文
久
元

（
１
８
６
２
）

年
２
月
、
十
日

町
の
縮
問
屋
の

加
賀
屋
・
最
上

屋
・
松
村
屋
な

ど
で
は
共
同
で

学
寮
を
設
け
、
子
弟
に
素
読
・
講
義
・

書
写
を
学
ば
せ
ま
し
た
。
こ
の
小
さ
な

巻
物
は
、
師
匠
の
長
岡
藩
家
中
の
安
原

笠り
�
う

斎さ
い

（
竹
亭
）
が
、
教
え
子
の
蕪
木

貞さ
だ

太た

郎ろ
う

（
当
時
13
歳
）
に
授
け
た
16
か

条
の
心
得
書
き
で
す
。

例
え
ば
、
寝
間
着
姿
で
人
に
会
わ
な

い
、
お
菓
子
を
食
べ
る
際
は
菓
子
器
の

中
を
散
ら
か
さ
な
い
、
物
を
食
べ
な
が

ら
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
食
べ
て
い
る
物
を

犬
や
猫
に
投
げ
与
え
な
い
、
人
の
面
前

で
あ
く
び
を
し
た
り
鼻
を
か
ん
だ
り
し

な
い
、
人
が
読
ん
で
い
る
書
物
を
の
ぞ

き
見
し
な
い
、
履
き
物
は
そ
ろ
え
て
脱

ぐ
、
戸
障
子
の
開
け
閉
め
は
し
と
や
か

に
す
る
、
な
ど
で
す
。

　
読
み
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
だ
け
で
は
な

く
、
礼
節
を
知
る
人
間
に
成
長
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
う
か
が
え
ま

す
。

■
問
合
せ

：

博
物
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

５
５
３
１

　
　
　（
ク
イ
ズ
の
答
え
は
21
ペ
ー
ジ
）

五
の
巻

№ 24くりゆたか（かぼちゃ） 　ホクホクでとっても甘いかぼちゃ。その名は、くりゆたか。
素材の甘みを生かしてさまざまな料理で大活躍。

◯86

【今月のテーマ】

　昔から「寝る子は育つ」と言われていますが、

これは本当でしょうか。

　睡眠中に分泌されている成長ホルモンは、傷

ついた細胞を修復する働きのほかに、筋肉を増

やし、骨を伸ばす働きがあります。成長ホルモ

ンは食事や運動だけでは分泌されません。大量

に分泌されるのは熟睡の状態のときなのです。

成長ホルモンは生後３か月から分泌され、最も

分泌されるのが幼児期４〜５歳といわれていま

す。このように、幼児期の子どもには体の発育

や脳の発育を形成する

上で、熟睡している睡

眠時間が必要不可欠と

いうことになります。

　人間の眠気を強くす

るホルモンにメラトニ

ンという物質がありま

す。メラトニンは暗い

ところで多量に分泌され、明るいところでは分

泌が抑えられます。夜、子どもの眠る寝室の電

灯をつけていたり、テレビをつけっぱなしにし

たりしていると、メラトニンの分泌が抑制され、

子どもはなかなか眠りにつくことができませ

ん。夜は子どもが眠りにつきやすいように寝室

を暗くしてあげましょう。また、メラトニンは

昼間太陽を浴びることにより夜間に大量に分泌

されるので、天気の良い日は紫外線対策も心掛

けながら子どもを外で遊ばせてあげましょう。

●問合せ：生涯学習課　☎ 757-8918

「寝る子は育つ」は本当？

十
日
町
・
加
賀
屋
蕪
木
家
文
書

「
小し
ょ
う
に
こ
こ
ろ
え
の
ま
き

児
心
得
之
巻
」

越後妻有の良さを感じてほしい

江
戸
時
代
の
子
ど
も
の

　
　
　「
し
つ
け
」
16
か
条

　
東
京
で
働
い
て
い
て
、
こ
こ
数
年
間
、
地
元
の

十
日
町
市
に
戻
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

生
活
を
切
り
替
え
る
勇
気
を
な
か
な
か
持
て
ず
に

い
ま
し
た
。
故
郷
の
良
さ
を
意
識
し
始
め
、
将
来

の
こ
と
を
見
据
え
て
帰
る
こ
と
を
決
心
し
た
と

き
、
た
ま
た
ま
募
集
し
て
い
た
こ
の
職
場
を
知
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
地
の
芸
術
祭
の
理
念
で
あ

る
「
人
間
は
自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
に
共
感
し
て
、

吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
就
職
し
ま
し
た
。

　
今
の
仕
事
は
、
が
ん
ば
り
次
第
で
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
。
志
を
持
つ
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
が
ん
ば
れ
る
た
め
の
土
台
の
役
目
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
越
後
妻
有
に
は
、
緑
に
囲
ま
れ
た
気
持
ち
の
良

い
雰
囲
気
、
お
い
し
い
空
気
や
食
、
人
の
温
か
み

と
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
大
地
の
芸
術
祭

を
通
し
て
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

湯沢　典子 さん
1968年生

まつだい「農舞台」勤務

先月の竹中想さんからのバトンタッチ

　くりゆたかは、大玉（約２㎏）で、肉質はホクホク粉質、甘味

も強く、味・見た目が優れている品種で、貯蔵性も高いかぼちゃ

です。市内全域で栽培され、市内販売店や直販所で売られていま

す。ビタミン・ミネラル・カロチン・食物繊維を豊富に含んだ、

バランスの良い栄養が摂取できます。食味が良いので、さまざま

な料理に使われ、子どもからお年寄りまで人気の食材です。ぜひ

地元産のくりゆたかをご賞味ください。

〈収穫時期〉７月中旬〜８月中旬

〈おいしい食べ方〉

煮物、焼き物、スープ、サラダ、コロッケ、スイーツなど

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120
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▼
７
月
25
日
か
ら
８
月
８
日
の
日
程
で
姉

妹
都
市
の
イ
タ
リ
ア
コ
モ
市
か
ら
２
人
の

交
換
留
学
生
が
来
市
し
ま
し
た
。
10
年
間

を
期
限
と
し
て
平
成
18
年
か
ら
実
施
し
て

き
た
こ
の
事
業
で
は
、
毎
回
、
冬
に
コ
モ

市
に
留
学
し
た
青
少
年
の
ご
家
庭
で
受
け

入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
文
化
や
言

葉
の
違
い
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
日
を
追
う

ご
と
に
そ
の
家
庭
に
解
け
込
ん
で
い
く
話

を
聞
く
と
、
受
け
入
れ
の
親
御
さ
ん
の
ご

苦
労
が
あ
る
に
し
ろ
、
こ
の
縁
を
き
っ
か

け
と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
青
少
年
の
姿

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

▼
と
き
同
じ
く
し
て
、
コ
モ
市
か
ら
の
も

う
一
人
の
留
学
生
が
、
芸
術
祭
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
２
か
月
間
の
予
定
で
市
内

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
彼
も
縁
あ
っ
て
十

日
町
市
に
来
た
一
人
。
こ
の
縁
が
ま
た
、

ど
こ
か
で
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　　　大学生の花子が帰宅すると、祖母うめが考え

込んでいたので「どうしたの？」と声を掛けました。

《うめ》消火器の交換時期だという人が来たんだて。

《花子》それで、交換してもらったの？

《うめ》前に消火器を設置した人が親切に交換に来

てくれたんだと思ったんだ。それで、23,000円を

18,000円にまけるっていうからそ。断れなくて交換

してもらったんだどもー。その人が帰ってから、何

か変だなと思って考えてたんだて。

《花子》確か昨年設置したばかりでしょ。１年で交換

なんて早すぎるわ。契約書はもらわなかったの？

《うめ》そっけなんもらってないこっつぉ。

《花子》業者の名前と住所が分かればクーリング・オ

フできるけど。市役所の窓口に相談しましょうよ。

　市内でも消火器の訪問販売に関する相談が寄せら

れています。消防署をかたったり、設置が義務付け

られているなどと虚偽の説明をする業者がいます。

消防署では消火器の販売は行っていません。また、

消火器容器の耐用年数は、メーカーによると８年（住

宅用消火器は５年）といわれているようです。契約

する場合は、必ず契約書を受け取りましょう。

【注意情報】先月の「仏像」に引き続き、今月も「コ

ンゴ通貨」「天然ガス施設運用権」などの投資に関す

る相談が寄せられています。代わりに買ってくれた

ら高値で買い取るなどの“おいしい話”にはご注意

ください。

●問合せ

　十日町市消費生活相談窓口

　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

　平日／午前９時〜午後４時

問合せ 健康支援課母子保健係
TEL757-9759

ぐる
り松代

(ふ)

▼
先
日
、水
沢
地
区
民
体
育
祭
が
行
わ
れ
、

大
会
役
員
＆
選
手
と
し
て
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
前
日
の
夜
に
降
っ
た
雨
の
お
か
げ

で
土
埃
は
立
た
ず
、
当
日
は
ず
っ
と
曇
り

空
。
と
て
も
快
適
な
体
育
祭
で
し
た
。

▼
梅
雨
も
明
け
夏
本
番
。
大
地
の
芸
術
祭

も
開
幕
し
ま
し
た
ね
。
セ
ミ
の
元
気
な
鳴

き
声
と
と
も
に
、
熱
中
症
の
ニ
ュ
ー
ス
が

耳
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
地
の
芸
術
祭
作
品
の
多
く
が
屋
外
作
品

で
す
。
こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る
な
ど
、

熱
中
症
に
気
を
つ
け

て
作
品
鑑
賞
を
し
て

く
だ
さ
い
。
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　優しい玲生（れお）お兄ちゃんと遊ぶのが
大好きな杏ちゃん。お兄ちゃんといっしょに
早く保育園に通いたいです。今年の祭りで子
どもみこしを引っぱるのが楽しみです。

　生まれたばかりの妹の菜緒（なお）ちゃん
を抱っこ。いっしょに遊ぶのを楽しみにして
います。じぃじとばぁばお手製の笹団子が好
物で、作るお手伝いも大好きです。

水落 陽葉里
ちゃん

樋口　杏
ちゃん

みずおち　ひよりちゃん
平成22年８月11日生まれ
山新田　　　 　　（写真奥）

ひぐち　あんちゃん
平成22年５月31日生まれ
高田町３西　　 （写真手前）

太平編

〜消火器の訪問販売〜 5

(古)

至松之山

●松代高校

至菅刈集落

松代病院
　　　●

まつだい駅
ほくほく線

太平

253

至
十
日
町
市
街

　
太
平
集
落
は
30
戸
の
集
落
で
、

国
道
２
５
３
号
沿
い
に
あ
り
ま
す

が
、
集
落
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト

は
松
代
高
校
前
か
ら
隣
の
菅
刈
集

落
ま
で
伸
び
る
市
道
で
す
。

　
２
５
３
号
を
通
る
際
、
太
平
集

落
の
目
印
に
な
る
の
が
野
菜
の
直

売
所
で
す
。
そ
の
名
も
「
太
平
ふ

れ
あ
い
市
場
」。
毎
週
水
・
土
・

日
曜
日
に
集
落
で
採
れ
た
野
菜
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
直
売
所
は
平

成
12
年
か
ら
開
設
し
て
い
て
、
老

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
今
年

お
色
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
直
売
所
で
野
菜
を
売
る
の
は
も

ち
ろ
ん
集
落
の
お
母
さ
ん
た
ち
で

す
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、「
家
で

作
っ
た
野
菜
を
自
分
で
食
べ
る
だ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
に
食
べ
て

も
ら
う
の
は
い
い
も
の
で
す
ね
。

直
売
所
は
国
道
沿
い
に
あ
る
の

で
、県
外
の
人
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
い
た
り
、
料

理
の
仕
方
を
逆
に
教
え
て
も
ら
っ

た
り
と
気
楽
に
や
っ
て
い
ま
す
。

直
売
所
は
生
き
が
い
で
す
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
２
回
受
け
ま
し
ょ
う

◎
風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す

　
現
在
、関
東
並
び
に
関
西
で
は
、

風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
入
っ
て
出
か
け
る
機
会
が

多
く
な
り
、
大
地
の
芸
術
祭
の
開

催
で
人
と
触
れ
合
う
機
会
が
増
え

る
こ
と
か
ら
、
市
内
で
も
流
行
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
「
麻
し
ん
」「
風
し
ん
」
っ
て

　
ど
ん
な
病
気
？

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
、
麻
し

ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
に
よ
っ

て
起
こ
り
ま
す
。
感
染
力
が
強

く
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

と
、
多
く
の
人
が
感
染
し
、
高
熱

と
と
も
に
発
疹
が
出
現
す
る
病
気

で
す
。

　
ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
中

例

アドバイス

耳
炎
、
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
数
千
人
に
１
人
の
割
合
で
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
は
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

の
飛
沫
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
症
状
は
麻
し
ん
よ
り
軽
い
の

で
す
が
、
発
疹
や
発
熱
が
み
ら

れ
、
大
人
が
か
か
る
と
重
症
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
妊

娠
初
期
に
か
か
る
と
、
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
と
呼
ば
れ
る
病
気
に

よ
り
、
心
臓
な
ど
に
障
が
い
を
持

っ
た
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

◎
予
防
す
る
に
は
？

　
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
、
外
出
後
の

手
洗
い
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
予
防
接
種
対
象
の
人
は
、
出

来
る
だ
け
早
め
に
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
妊

娠
の
可
能
性
の
あ
る
人
は
、
必
要

に
よ
り
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

へ
の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
予
防
接
種
歴
が
不
明
な

人
は
、
健
康
支
援
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
は
？

　
第
１
期
が
「
１
歳
以
上
２
歳
未

満
の
人
」、
第
２
期
が
「
小
学
校

就
学
の
前
年
度
に
あ
る
人
」で
す
。

過
去
に
1
回
し
か
接
種
機
会
の
な

か
っ
た
人
に
対
す
る
２
回
目
の
接

種
機
会
と
し
て
、
第
3
期
と
第
4

期
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年

度
で
第
３
期
及
び
第
４
期
の
定
期

予
防
接
種
が
終
了
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
第
２
期

：

平
成
18
年
４
月
２
日

～
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
第
３
期

：

平
成
11
年
４
月
２
日

～
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
第
４
期

：
平
成
６
年
４
月
２
日

～
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

◎
接
種
費
用
は
？

　
対
象
者
は
無
料
で
接
種
で
き
ま

す
。
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　「ちまきを食べて暑い夏をのりきろう」と20

人の参加者がちまき作りをがんばりました。昔

からこの地域では、お米のちまきが盛んに作ら

れていてどこの家で

も食べていました

が、最近は少なくな

りました。参加者は

慣れた手つきで一つ

ひとつ丁寧に作って

いました。

（　 南雲信二さん）

　西地区民大運動会が行われ、約2,000人の高山・西部地区

民が参加し、汗を流しました。この輪を、防災など地域の活

動にもつなげられればと思います。（　 根津明義さん）

松
　
代

　第８回中里地区体育祭が開催され、６チーム

が綱引きや大なわとびなど８種目で競いまし

た。各チームの趣向を凝らした応援で盛り上が

る中、最後のリレーで逆転した田沢第３地区振

興会が、村民体育祭以来16年ぶりに優勝しま

した。

中
　
里

勝利を引き寄せろ！
７月22日㈰：中里中学校グラウンド

　
長
里
、
椌
木
、
落
之
水
集

落
を
対
象
と
し
た
予
約
型
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。
長
里
集
落
観
音

堂
前
で
喜
び
の
地
区
民
を
迎

え
、
村
山
副
市
長
や
振
興
会

役
員
な
ど
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
、
４
人
の
お
年
寄
り

が
初
乗
り
し
て
出
発
し
ま
し

た
。（
　
風
間
栄
光
さ
ん
）

あんぜんうんてんを おねがいしま～す
７月24日㈫：国道353号線小谷公園前

　夏の交通事故防止

運動の一環で、松之

山保育園４・５歳児

が、走行中の車１台

１台に安全運転を元

気に呼びかけ、手作

りのメッセージを手

渡しました。ドライバーは、笑顔でメッセージを受け

取っていました。

松
之
山

親睦と融和の運動会
７月15日㈰：西小学校グラウンド

十
日
町

い
く
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で
﹁
エ
イ
ッ
！
﹂

松　代

７
月
18
日
㈬
：
松
代
総
合
体
育
館

　
第
37
回
松
代
高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
松
代
地

域
を
４
チ
ー
ム
に
分
け

て
の
対
抗
戦
。
輪
投
げ

や
玉
入
れ
な
ど
で
、
夏

の
暑
さ
に
も
負
け
な
い

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

【17ページ「歴探！」くずし字村名クイズ答え】
…祖師村

デ
マ
ン
ド
︵
予
約
︶
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
出
発
式

７
月
17
日
㈫
：
八
箇
地
区

十日町川
　
西

小学生もアーティストに！
７月24日㈫：ナカゴグリーンパーク

　大地の芸術祭の

作品制作にはアー

ティストやこへび

隊だけでなく、小

学生が深く関わっ

ている作品もあり

ます。この【大地

の記憶－かざぐる

まの道Ｂ「water 

site」】 も そ の 一

つです

十
日
町

ちまき作り教室
７月15日㈰：川治公民館

十
日
町

情報館フェアにむけてミニＳＬ試運転
６月23日㈯：情報館

　今年秋に40年ぶりの飯山線ＳＬ運行されま

すが、その事前告知として、情報館まるごと体

感フェアでミニＳＬが運行されます。８月18

日㈯・19日㈰に行われ、無料で乗車できます。

この日は、本番のための試運転を行いました。

（　 樋口道子さん）

恒例のそばの巻き寿司大会も行われました
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■ 人　口  59,075人（＋289）  男  28,730人（＋18）  女  30,345人（＋271）
■ 世帯数  20,156世帯（＋47） ７月末現在（　）は前月からの増減
※法改正により、住民基本台帳人口に一部の外国人が含まれました

市民の動き
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松
里
小
学
校

村山　絢
じゅん

さん（１年）
　カラフルなドレスを作りました。工夫したところは、すそをふわっとさせるようにしたことと、窓をつけたことです。お客さんにいっぱい来てほしいです。

　

す
て
き
な

　
　

ド
レ
ス
や
さ
ん
♡

髙澤　知
とも

果
か

さん（２年）

　体育大会で花がさおどりをおどりま

した。れんしゅうでは、まちがえたと

ころをまちがえないようにおどりまし

た。来年もかっこよくおどりたいです。

　

花
が
さ
お
ど
り

村山　丈
じょう

さん（３年）

　運動会で一生けんめいに玉入れを
した様子を表しました。工夫したこ
とは、玉を投げている人が動いてい
るように表現したところです。

　

そ
れ
行
け
！ 

玉
入
れ
！！

髙橋　千
ち

尋
ひろ

さん（４年）

　応援団長が中心となって、みんな
でまとまって応援している様子を表
してみました。はく力ある絵になる
よう色ぬりを工夫しました。

　

応
援
賞
を
め
ざ
し
て

■ 人　口  59,075人（＋289）  男  28,730人（＋18）  女  30,345人（＋271）市民の動き

福原　麗
れい

奈
な

さん（５年）

　大変だったのは、編んだものをふ

たとしてつけるところと、ハートの

スティックを作るところです。ハー

トのスティックは上手にできました。

　

ハ
ー
ト
の
ス
テ
ィ
ッ
ク

佐藤　希
のぞ

美
み

さん（６年）
　バンドを交差させるのが難しかったですが、上手にカラフルにしあげることができました。初めての紙バンド工作は楽しかったです。

　

わ
く
わ
く
Ｂ
Ｏ
Ｘ
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